
全
管
連
岸
田
首
相
を
表
敬
訪
問

脱
炭
素
社
会
貢
献
へ
戦
略
的
指
針

下
水
道
政
策

研
究
委
小
委

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
藤
川
幸
造
会
長
は
３
月
３０
日
、
広
島
県
連
の
高
原
豊
明
理
事
長
ら
と
岸
田

文
雄
首
相
を
表
敬
訪
問
し
た
。
席
上
、
藤
川
会
長
は
昨
年
１２
月
に
自
民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
に
提
出
し
た

要
望
書
を
示
し
、
全
国
の
会
員
に
よ
る
災
害
復
旧
活
動
や
魅
力
あ
る
業
界
に
向
け
た
若
年
者
の
入
職
促
進
な
ど
当

面
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
説
明
。
こ
れ
を
受
け
て
岸
田
首
相
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
全
管
連
の
取
り
組
み
に
理
解
を
示
し
、
さ
ら
な
る
活
躍
へ
の
期
待
を
込
め
て
激
励
し
た
。

全
管
連
の
所
属
業
者
数
は

ピ
ー
ク
時
の
２
０
０
１
年
の

約
２
万
３
千
社
か
ら
約
１
万

５
千
社
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
総
務
・
経
理
合
同

部
会
を
中
心
に
組
織
の
実
態

に
即
し
た
体
制
整
備
に
向
け

て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

１
月
１７
日
に
東
京
・
港
区

の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
第
３
４
９
回
理
事

会
で
は
全
管
連
組
織
の
抜
本

的
な
見
直
し
に
関
す
る
定
款

・
規
約
改
正
案
を
承
認
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
６
月
の
理
事

会
の
前
に
臨
時
総
会
を
開
い

て
新
た
な
役
員
・
副
会
長
の

定
数
や
ブ
ロ
ッ
ク
長
制
の
導

入
、
総
務
・
経
理
・
経
営
・

広
報
・
事
業
・
技
術
の
６
部

門
の
部
会
へ
の
一
本
化
に
よ

る
業
務
運
営
の
あ
り
方
な
ど

を
正
式
に
決
議
す
る
。
一
定

の
周
知
・
調
整
期
間
を
設
け

て
令
和
５
年
度
か
ら
新
体
制

に
移
行
し
、
よ
り
コ
ン
パ
ク

ト
で
風
通
し
が
よ
く
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
組
織
へ
邁
進
し
て
い

く
方
針
だ
。

今
回
の
岸
田
首
相
へ
の
表

敬
訪
問
は
広
島
県
連
の
高
原

理
事
長
（
全
管
連
理
事
・
事

業
副
部
長
）の
尽
力
に
よ
っ

て
実
現
し
た
。
当
日
は
藤
川

会
長
を
は
じ
め
、
高
原
広
島

県
連
理
事
長
、
原
宣
幸
神
奈

川
県
連
会
長
（
全
管
連
総
務

・
災
害
対

策
担
当
副

会
長
）
、

平
本
和
雄

広
島
市
管

工
事
業
協

同
組
合
副

理
事
長
、

粕
谷
明
博

全
管
連
専

務
理
事
ら

が
同
行
し

た
。岸

田
首

相
と
の
懇

談
で
は
藤
川
会
長
が
「
自
民

党
水
道
議
連
の
川
崎
二
郎
前

会
長
、
田
村
憲
久
現
会
長
を

は
じ
め
議
連
の
先
生
方
に

は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
」
と
感
謝
の
意
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
昨
年
１２

月
１７
日
の
田
村
会
長
へ
の
要

望
書
の
写
し
を
示
し
、
管
工

事
業
界
に
お
け
る
重
要
課
題

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

と
く
に
全
国
各
地
の
管
工

事
組
合
の
組
合
員
は
大
規
模

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
真
っ

先
に
現
場
に
駆
け
つ
け
て
応

急
復
旧
工
事
な
ど
に
従
事
し

て
い
る
も
の
の
、
会
員
数
の

激
減
で
今
後
の
応
急
復
旧
体

制
の
維
持
が
心
配
さ
れ
、
若

者
の
入
職
促
進
へ
魅
力
あ
る

業
界
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
表
明
。
ま
た
組
合
員

以
外
の
工
事
業
者
の
中
に
は

悪
質
な
業
者
も
お
り
、
適
切

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
強
調
し
た
。

藤
川
会
長
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
岸
田
首

相
は
国
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
維
持
す
る
た
め
に
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
激
励
し
、

全
管
連
の
取
り
組
み
に
十
分

な
理
解
を
示
し
た
。

下
水
道
政
策
研
究
委
員
会

の
「
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

の
あ
り
方
検
討
小
委
員
会
」

（
委
員
長
・
花
木
啓
祐
東
洋

大
学
情
報
連
携
学
部
教
授
）

は
３
月
３１
日
、
持
続
可
能
な

脱
炭
素
・
循
環
型
社
会
へ
の

転
換
を
促
進
す
る
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
下
水
道
の

実
現
に
向
け
た
報
告
書
を
ま

と
め
た
。
下
水
道
管
理
者
で

あ
る
地
方
公
共
団
体
関
係
者

な
ど
が
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
進
め
る
際
の
指
針
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

国
土
交
通
省
下
水
道
部
と

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道

協
会
で
組
織
す
る
下
水
道
政

策
研
究
委
は
国
民
の
期
待
に

応
え
る
下
水
道
事
業
の
あ
り

方
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

昨
年
７
月
に
国
土
交
通
グ
リ

ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
示
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
１０

月
に
同
小
委
を
設
け
て
下
水

道
分
野
で
も
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
の
２
０
３
０
年
度
目

標
達
成
や
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

貢
献
で
き
る
よ
う
議
論
を
進

め
て
き
た
。

今
回
ま
と
め
た
報
告
書
で

は
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
下

水
道
が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像

を
提
示
。
下
水
道
施
設
の
省

エ
ネ
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
徹
底
活
用
、
下
水
道

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
活

用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
供
給
、
炭
素
・
栄
養
塩

の
好
循
環
な
ど
を
推
進
し
、

多
様
な
主
体
と
の
協
働
化
を

図
り
つ
つ
地
域
の
活
性
化
・

強
靭
化
や
ま
ち
づ
く
り
・
国

際
社
会
の
脱
炭
素
化
な
ど
を

牽
引
し
て
い
く
。

と
く
に
目
標
達
成
へ
強
化

す
べ
き
取
り
組
み
と
し
て
①

地
域
の
活
性
化
・
強
靭
化
に

貢
献
す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
の

選
択
②
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
と
良
好
な
水
質
確
保

の
両
立
③
取
り
組
み
の
加
速

化
・
連
携
拡
大
に
向
け
た
環

境
整
備
④
脱
炭
素
化
を
支
え

る
シ
ス
テ
ム
・
技
術
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
⑤
技
術
の
競
争

力
強
化
と
戦
略
的
な
国
際
展

開
―
―
な
ど
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

災害復旧・若者入職で激励

粕谷専務、平本副理事長、藤川会長、岸田首相、原副会長、高原理事長

藤川会長の話に耳を傾ける岸田首相

花木委員長
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